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を主として分放した地帯もあっため。

本試験では穂枯れが少発生のため多発生状況の場合

の検討が必要であるが，対象薬剤のトリアジソ，ブラ

エス混合液剤およびヒノザソ粉剤の効果が高かった。

ヒノザソについて見るとヒノバイジット粉剤（ヒノ

ザソ1・5％）がやや劣り，ヒノザソ粉剤2．5％が卓効

を示す○　したがって穂枯れ対象にはヒノザソの有効濃

度を高める必要があるかも知れない。

出穂後，上位葉に発生した褐色斑点は，出蹄期無散

布区に多いことから出穂期散布も必要と思われるが，一

般に穂枯れの症状は出穂後半になってめだち易いこと

もあるので，防除適期については，なお今後検討した

い。
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畑苗代床士朗の推移と苗の生育について（第1報）

武田　正宏・青柳　栄助・佐藤　俊夫

（山形県農試）

1．　ま　え　が　き

山形県において，近年，稲収最が増大したが，その

要因は，穂数の増加に由来する籾数の増加によるとこ

ろに特長がある。したがって少肥条件で初期生育を確

保しなければならない背景にある。また，近年，p王Ⅰ

に由来する苛の陣等が持ち込まれる傾向にあるところ

から，さしあたり障害要因を除去して，首素質の向上

を計ることの重要性が考えられる。

本県の稲作指導指針には，施肥前押（H20）5．5

に矯正するように指示しているが，今回は，pEの変

動に及ぼす要因と，それが苗障害との関係に閉題をし

ぼり，かつ，精農家の培地なども含めて検討した。

2．　試．験　条　件

畑苗は，その環項から硝酸の生成しやすい条件下にあ

り，したがって硝酸の吸収に伴って燐酸をより多く必

要とすることは，既往の文献により明らかにされてい

る。

また，施肥に伴ってpHの低下に及ぼす様相など，

試験と虫家の実態を含めて検討できるように計画した。

5．試験結果および考察

1・施肥条件とpHの関係（ほ場）

土壌の埋化学性および施肥条件を第1表，pHの推

移を第2表に示す。

すなわち，土壌pHの推移の調査は，第2表のとお

りであるが，農家佐竹氏は昭和45年に8d2鞄の収最

で韓日太一となったときの苗代であり，島倉氏は昭和

42年に945晦，結城氏は昭和41年に878晦で県一

になった多収極者で，首質は，山形良試標韓に比し，

掛こ，佐竹氏は，第5表のとおり養分含有率高く，発

根最多く非常に優れていると判断された。土壌理化学

性の共通点は，最大容水丘が高く，また，T－Ⅳが多

い分析結果を得ていることから，良ぐ培養された土壌

であることがうかがわれる。

pHの推移については，木場土壌の施肥前pH5．7

であったが，施肥によりpHが低下し，施肥後22日

で1■1，y増により，さらに，1．5の低下となったが，

燐酸増丘（過石）によるpHの低下は少ない。これに
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第1袈　　調査畑育代の床土理化学性（施肥前）および施肥丑

　 目

区 名
容 税 重

最 大

琴 7k 丑

C E C

（m e ）

置 換 性 塩 基 （m e ） 塩 基

飽 和 度
T －　 封

燐 酸 吸

収 係 数
土　 性

c a o I M g O
Ⅹ 2 0 計

木　　　 場

　 チ

1 0 8 ．5

％

5 9 ．2 19 ．4 1 1．9 8 0 ．7 1 1 ．1 7 1 5 ．8 4

％

7 1．5 D ．1 5 占 6 9 2 C I」

良

家

佐 竹 政 一 9 2 ．1 5 9 ．2 18 ．4 9 ．1 5 1．10 2 ．7 5 12 ．9 8 7 0 ．2 0 ．2 5 5 7 14 C l一

島 倉 一 夫 8 9 ．4 4 2 ．9 20 ．1 1 0 ．2 7 2 ．2 8 0．9 5 15 ．5 0 d 8 ．9 0 ．2 9 0 8 2 9 も i C

結 城 政 雄 8 7 ．4 4 5 ．5 1 5 ．5 7 ．2 1 1．7 7 0 ．9 0 9 ．9 5 84 ．1 0 ．2 0 ° 8 7 7 L i C

　 項 目

区　 名

施　　 肥 （ 矛／ すげ ）
備　　　　　　　　　　　　　　 考

Ⅳ ア2 0 5 Ⅹ2 0

水

場

F 一 〇区
－ － －

硫 安 ， 過 石 ， 硫 加 を 使 用

標巨準 区

N 増 区

燐 燐 5 倍

2 5

4 °

2 5

2 5

2 5

8 9

2 5

2 5

2 5

4 月 8 日施 肥

袋

家

佐 竹 政 一

亀 倉 一 夫

結 城 政 雄

5 4

2 4

8 2

2 1

4 1

2 5

千 代 田化 成． 重 過 石 ， 硫 加

硫 安 ， 重 過 石 ， 硫 加

第2表　　土壌pHの推移

　 項 ． 目

区 名

4 ／ 1 施 肥 前） 4／3 0 5 ／ 5 5／ 17

H 2 0 K C l H 2 0
l
H 2 0 H 2 0 K C l

木

場

F 一 〇区 5．7 4．8 5 ．7 5 － ム0 4．8

標 準 区 5．7 4．8 4．8 4．5 4．2 5．9

N　 増 区 5．7 4．8 4．4 4．1 5 － －

燐 酸 5倍 区 5．7 4．d
－

4．0 5 5．7

施 肥 前 5／2 」

H 2 0 Ⅹ C l H 2 0 X C l H 2 0

5 ．4 4 ．5 4 ．2 4 ．0 5 ．9

5 ．5 4 ．4 5 4 ．8 4 ．1 4 ．0

5 ．4 5 4 ．4 4 ．8 4 ．4 4 ．8

第5表　　養分含有率ならびに発根畳

養分含有率 く％）

Ⅳ

l

P 2 0 5 Ⅹ 2 0
最 長

棍 長

5 ．4 2 ．1 4 ．9

m

5 2

5 ．5 1．9 5 2 2 ．5

5 ．0 1．8 4 ．7 5 ．4

4．9 2 ．1 4 ．5 －

注．品種　たちはなみ

発根調査は棍部切断し培養液（春日民法）による
10日間

反し，無肥料はpIIが上昇する傾向にあって，生育も

本葉5枚ごろで停滞するが，生育状況から無肥料条件

による外に，pH上昇に由来する障告も大きな原因と

判断された。また，佐竹氏，島倉氏の場合は，離乳期

まで1．2低下し，5月20日には，各々，5．9，4，0

と低下した。結城氏は，調査した年に新しく水田を畑

地化して作ったので，あまり低下は見られなかったこ

とが注目される。

以上より，pHの低下は施肥によって，罷乳期ごろ

までに1前後低下するが，培毒された土はさらに低下

する傾向となる。

次に，農家よりムレ首など障害苗として持ち込まれ

たものについて，pHを測定した結果は，第4表に示

す。

第4表　　農家より障害首として持ち込まれた
ものの床土pH（H20）

＼墓 、 い 数日

家 月

健　　 全 不　　　　 良

備 考

1 2 1 2 5 4

U 農家

R 袋家

5／1 5

4／5 0

4．1

4．45 4．45

4．9

5．2

4．9

5．6

5．0

5．6

5．0

5、°

憎

S 袋家

S 農機

4／5 0

5／1 5

4．45 5．2

5．d

i 苫
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これによると離乳期において降霜の発生したものは4．9

以上であるのに対し，健全なものは，4．5以下であっ

た。

ロ農家に対しては，不良苗の発生した部分にシ盲0Ⅳ

の稀硫酸を計算畳添加したところ正常な生育に戻り，

また，Ⅹ喪家の箱育苗の本畑仮植後の根来観察による

と，健全首は，昔に付着した箱土壌を通して伸長して

いるのに対し，不良首は，その部分を回避して伸長し，

その後に正常な生育に戻り，さらに，S農機は，硫酸

酸性渾漑水に臣潰したところ回復の徴候が見られた。

以上のことより健全な生育をするためには，離乳期

頃のpEを少なくとも，4．8以下に推移することが望

ましいと解され，pH補正に稀硫酸の添加が効果的と

考えられた。

2・燐酸資材および丑とpI王の関係（ビーカー試験）

試験条件は第5表に示すごとく，土壌燐酸を増加さ

第5衷　　供試肥料と施肥条件

0肥料　Ⅳ…・硫安，Ⅹ20…・硫化加理

P205…・過石，重過石，熔過燐，熔解

0乾土川0才当り施肥忠昭

　　 成 分

区 名
N P 2 0 5 K 2 0

無肥料 区 F － － － －

標 準 区 P l 5 5 5 5 5 5

燐 5 倍 区 P a 5 5 1 0 5 5 5

せた場合を想定して，pHに及ぼす影智を検討した。

方法は，同じ第5表に示すものを最大容水丑の75％

の水分に維持して20℃恒温機で培養したものを，5

日ごとに取り出しpH（H20）を測定し，また，20

日後にN08－針を分析した。なお，木場土壌の外に障

害首として持ち込まれた農家Ⅹ氏土壌を供試した。

その結果は第8表に示す。すなわち，無肥料は，太

鋪d表　畑苗代土壌における各踵燐酸の施用と土壌pH（H20）の推移
＼く p　 日 数

区 三 ゝ 室

1 0 ／ 5 1 0 ／ 9 1 0 ／ 1 4 10 ／ 1 9 10 ／ 2 4 1 0 ／ か 1 1／ 4 い ∽ 4 N O 。－Ⅳ

2 0 日

（爪か ′乾 土 1 0 0 才）

当 日 5　 日 1 0 日 1 5　日 2　 0　日 2　5　 日 5　 0　日

本

場

土

壌

無 肥 料 区 F － 0 5 ．5 5．d 5 ．8 5 ．8 5 ．8 5 ．5 5 ．5 8 ．1

過　 石　 区 P l 5 ．0 4 ．9 4 ．8 4 ．5 4 ．5 4 ．2 4 ．2 4 2 ．2

重 過 石 区 P l 5 ．0 4 ．9 4 ．d 4 ．4 4 ．5 4 ．2 4 ．2 4 1．5

熔 過 燐 区 P l 5 ．1 5 ．0 4 ．8 4 ．4 4．4 4 ．2 4 ．2 4 0 ．2

熔 燐　 区 P l 5 」 5 ．0 4 ．8 4 ．4 4．5 4．2 4 ．5 5 4 ．2

過 石　 区 P 5 4 ．9 4 ．8 4．8 4 ．4 4 ．5 4 ．2 4 ，2 4 2 ．0

重 過 石 区 P 5 4 ．9 4 ．8 4 ．5 4 ．4 4 ．5 4 ．1－5 4 ．1 4 1．8

熔 過 燐 区 P 5 良 1 5．0 4 ．7 4 ．5 4 ．5 4 ．2 4 ．5 4 9 ．0

熔 解 区 P 5 5 ．2 5 ．2 4 ．7 4 ．5 4 ．7 4 ．4 5 4 ．5 4 9 ．4

K

無 肥 料 区 ア ‾ 0 4．1 4 ．1 4 ．1 4 ．1 4 ．5 4 ．0 4 ．1 5 1．1

氏

過 石 区 P l 5．9 5 ．9 5 ．9 5 ．8 5．8 5 ．4 5．5 5 0 ．7

土

墓 過 石 区 P l 5 ．9 4 ．0 4 ．0 5 ．8 5 ．8 5 ．5 5 ．4 5 5．9

壌

過 石　 区 ア 5 5 ．7 5 ．8 5 ．9 4 ．0 5．9 5．5 5 ．4 4 5 ．5

重 過 石 区 P 5 5 ．9 5 ．9 5 ．9 5．9 5 ．9 5 ．5 5 ．4 5 4 ．5

場土壌が5－5に対し，Ⅹ氏土掛ま，4．1と低く，ほぼ

一定伯で変化なく推移する。なお，20日目のNO8－

封は乾土100才当り本場8柳こ対し，Ⅹ氏土掛土51

耽，でpHの低いのは硝酸の生成によるものと見られる。

なお，Ⅹ氏土壌のpHが低い原因は，供試土壌採取後

どこ‾ル袋で1カ月間保存し，そのためのNO8－N生

成に由来するものと考えられる。

供剤巴料のpHは，第7表に京すごとく，過石5．1

第7表　　肥料pH（1％水溶液）

肥 料 名
琉 過 重

過

石

熔
過

燐

熔 塩 硫

安 石 燐 加 加

p H （H 2 0 ） 5．7 5．1 5．1 5．28 7．2 8．8 5．7

重過石5・1である。しかし，施肥後のpHの推移を見

ると，両区間の差が少なく，これらのことから硫酸板
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による影響は少なく，また，pHの低下は硝酸の生成

によるものと推定される。

さらに熔解区は，硝酸生成丑の多いことが注目され，

これが肥料自体のp道が消去されたものと解される。

pH推移の一般的な傾向として，本場土掛は施肥直

後0．5，また，以後も徐々に低下する傾向を示すが，閉乳

期と見られる20日後において1前後低下することは，有

底条件とはいえ，は場条件と類似した推移を示す。また，

㌔（燐酸5倍丑）においては熔燐は地区に比してわず

かに高い程度である外は有意差は認められない。

一方，K氏土掛こついては，本場土壌に比して硝酸生

成丑の多いことならびにpH低下の少ないことが注目

される。

以上のことを総合すると，pHは硝酸生成が大きく

関与していると考えられる。

4．　む　　　す　　　び

以上の結果を要約すると離乳期床土のpHは4．8以

下であり，さらに，厳密には4，5前後であることが好

ましい。施肥前pH5＿5の土壁削こ施肥すると，離乳

期ごろまでにpHl前後低下するのが一般的のようで

あり，その低下の原因として硝酸の生成が大きく関与す

ることが判明した。したがって，なんらかの理由によ　り

低下しない場合は，障再首が発生する場合の多いことが

考えられるので，適正なpHに矯正する手段を誘ずる

ことが望まれる。また，床土は，T－封が多く物理性

の良い土壌条件となるように培養することも望ましい。

なお，今後はさらに穂首，中首まで拡大し施肥の首

栄養と培地条件との関係せ総合的に検討する予定であ

る。

水稲に対する珪カル施用効果の品種間差異について

高橋　和書・白畑　憲介

（岩手県農試）

1．　ま　え　が　き

近年，水田土壌の地力増軋あるいは安定多収稲作

に対する熔解，珪カルの多量施用が，大きな効果を収

めているが，とくに珪カ′レを多施した場合，土壌pK

が変化し，地力窒素の発現に大きな影響を及ぼしてい

る。また，このことが水稲の生理代臥養分吸収にも

大きく関与し，多収をもたらしているものと解される

が，pHの変化と生理代謝，ならびに養分吸収等の

関係が，水稲の晶瞳の特性によって異なるものと推測

される。したがってこれらの関係を明らかにすべく珪

カ′レ施用丑と生育収丑および養分吸収の品種間差異に

ついて検討した。

2．　試．験　方　法

和賀郡東和町の第三紀層黄褐色土が占土型の開田地

において，フジミノリ（癌重型），ハツニッキ（穂数

型）の2品種を供試し，試験区は珪カ′レ0区，200晦

区，400Kク区，600Kク／10a施用区の4段階として5

月27日に折衷首を㌦当り252枚（55‘刊×12m）移

植した。なお，施肥丑はN：10＋2KP，P205：20

晦，K20：10十2Kク／1Daを，塩安，烙燐，塩加を用

いて各区共通施用した。

さ．　試．験　結　果

1．土壌p王iならびにNH4－Nの変化

稲作期間中における土壌のpH，ならびにNHrN

第1表　　土壌中の pIiならびにyH▲‾N の変化

晶 瞳 区 番 号 試 験 区 名

N H 4 － N （喝 ／ 1 0 0 才 ）

占．2 0 8 ．2 8 7 ．1 1 8 ．2

′ヽ 1 無 珪 カ ル 区 8 ．1 4 ．2 0 ．5 0．4

ツ 2 珪 カ ′レ 2 0 0 区 9 ．8 ‘，5 1．1 1．2

シ′
5 珪 カ ル 4 0 0 区 7．0 5 ．2 1．0 1．4

キ 4 珪 カ ル d O O 区 7 ．1 4 ．1 0 ．7 0 ．7

品 槌 区 番 号 試 験 区 名

p H

8 ．2 0 8 ．2 8 7．1 1 8 ．2

′ヽ 1 無 珪 カ ル 区 8 ．7 8 ．5 8 ．4 ム 4

ツ 2 珪 カ ′レ 2 0 0 区 7 ．5 ・－ 占．β 8 ．8

5 珪 カ ／レ 4 0 0 区 7 ．4 － 7 ．0 ム 7

シ′
キ 4 珪 カ ′レ 8 0 0 区 7 ．7 7 ．1　 7 ．1


